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 要 旨 

目的： 

2010 年米国食事ガイドライン(DGA)では、適正な飲酒量として男性では 1 日 2 杯(2 

drinks)以内、女性では 1 杯(1 drink)以内にすべきとしている。本報告では、この適量を

超える量を摂取している成人の割合、また、過剰飲酒（男性 4 杯、女性 3 杯を越える）

の割合をあきらかにする。 

 

方法： 

2009-2010 年の米国国民健康栄養調査における食事摂取量データを分析した。21 歳以

上の男性 2740 人、女性 2941 人において、コンピューター支援プロトコールによる 24

時間思い出し調査を行った。結果は、国民を代表するよう重み付けを行った。 

 

結果： 

推定 1 日摂取量は、男 1.2 杯、女 0.4 杯（1 杯(1 drink)はエタノール 14g）であった。

ある日において男の 36％、女の 21％が飲酒していた。男の 82%、女の 89％は DGA 基

準を超えておらず、男の 8％、女の 3％が過剰飲酒だった。DGA 基準を超える飲酒者の

割合は年齢階級によって異なり、男では 31-50 歳、女では 51-70 歳で最も多かった。 

 

結論： 

過剰飲酒は重要な健康問題の 1 つであり、若年成人に限ったことではない。栄養士およ

びほかの保健医療専門家は米国成人における過剰飲酒に注意すべきである。消費者教育の

教材も利用可能である。 

 

 

 

 


